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４
月
２
８
日
に
開
催
さ
れ
た
議

会
全
員
協
議
会
で
「
産
業
振
興
条

例
」
に
基
づ
く
３
企
業
の
立
地
認

定
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
条
例
は
「
持
続
可
能
な
産
業

を
育
成
し
自
立
で
き
る
地
域
経
済

の
確
立
に
取
り
組
む
」
た
め
優
良

な
企
業
の
立
地
に
対
し
て
支
援
を

し
て
い
く
も
の
で
す
。 

工
場
の
新
設
ま
た
は
増
設
で
業

績
の
安
定
性
や
信
用
度
等
に
お
い

て
優
良
な
企
業
体
質
で
あ
る
こ

と
。
公
害
防
止
に
対
し
て
十
分
な

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
雇

用
す
る
従
業
員
が
５
名
以
上
で
あ

る
こ
と
。
な
ど
定
め
ら
れ
た
条
件

を
満
た
し
た
も
の
で
市
長
が
認
め

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

助
成
制
度
に
は
３
年
間
の
固
定
資

産
税
の
免
除
を
は
じ
め
市
内
か
ら

の
新
規
雇
用
者
に
対
し
て
一
人
５

万
円
＊
３
年
間
の
助
成
。
こ
の
他
、

用
地
取
得
に
対
す
る
助
成
、
工
場

の
周
り
の
環
境
整
備
に
対
す
る
助

成
な
ど
様
々
な
制
度
が
あ
り
ま

す
。
助
成
金
を
支
給
す
る
際
に
は

公
平
・
適
正
を
期
す
る
た
め
「
審

査
会
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
認
定
で
は 

日
本
コ
ル
マ
ー
（
株
）
加
茂
町
・ 

増
設
（
化
粧
用
調
整
品
等
製
造
） 

今
後
３
年
以
内
に
十
名
の
雇
用
増

が
図
ら
れ
る
予
定
。 

フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ズ
山
陰
（
株
） 

加
茂
町
（
食
品
製
造
業
）
新
設 

創
業
時
パ
ー
ト
含
め
て
三
十
五

人
・
３
年
後
に
八
十
四
名
雇
用
予

定
。 （

株
）
日
進
産
業
・
木
次
町 

新
設
（
窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業
） 

当
初
六
名
採
用
三
年
後
・
十
七

名
の
採
用
予
定 

こ
の
他
、
現
在
２
企
業
と
市
内
進

出
に
つ
い
て
調
整
中
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

地
元
雇
用
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 

 
 
 
 
 

 

 

一
八
〇
二
年 

大
原
郡
大
東
村
、
商

森
山
祐
兵
衛
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ

る
。
幼
名
は 

豊
信
。 

友
聲
は
一
三
才
の
頃
松
江
に
出
て

画
道
に
入
り
、
そ
の
後 

京
都
・
広

島
・
山
口
・
な
ど
諸
国
を
巡
遊
し
た
。 

二
八
才
の
頃
、
京
都
で
、
日
本
画
四

家
の
一
つ
と
さ
れ
る
『
海
北
友
徳
』
の

系
を
継
ぎ
、
こ
の
時
「
友
聲
」
と
号
し

て
い
る
。
高
司
家
の
姫
君
が
徳
川
家
に

嫁
が
れ
る
際
の
贈
り
物
と
し
て
「
牡
丹

に
白
鳩
」
「
白
菊
に
金
鶏
」
を
揮
毫
し

て
い
ま
す
。 

京
に
あ
っ
て
数
々
の
業
績
を
残
し

た
が
、
故
あ
っ
て
三
一
才
に
し
て
郷
里

に
帰
り
、
外
戚
の
広
瀬
村 

堀
江
家
を

嗣
ぎ
、
当
初
「
堀
江
右
膳
」
と
称
し
た
。 

 

五
一
歳
の
時
、
広
瀬
藩
主
『
松
平
直

諒
』
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
藩
士
と
し
て

作
画
に
専
念
し
数
々
の
傑
作
を
残
し

た
。
彼
は
酒
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
召
さ

れ
て
た
び
た
び
藩
公
の
晩
酌
の
お
相

手
を
し
た
と
い
う
。 

明
治
６
年
、
広
瀬
の
自
邸
に
て
没
。
七

七
才
だ
っ
た
。 

 

友
聲
は
一
生
を
通
じ
て
多
く
の
門

人
を
育
て
て
い
ま
す
。
三
刀
屋
出
身
の

雲
南
・
黄
仲
祥
も
そ
の
内
の
一
人
。 

友
聲
に
は
実
子
が
無
く
松
江
の
上

田
家
か
ら
「
仲
」
を
養
子
に
迎
え
「
友

節
」
と
号
せ
し
め
た
。
友
節
は
友
聲
自

身
「
及
び
難
い
」
と
言
わ
せ
る
ほ
ど
の

天
才
だ
っ
た
が
、
友
聲
没
後
三
年
で
惜

し
く
も
「
友
節
」
も
他
界
し
た
。 

友
節
の
長
男
が
『
有
声
』
。
そ
の
嗣

子
が
『
和
声
』
で
共
に
画
道
に
精
進
し

た
。
い
ず
れ
も
当
地
域
で
は
高
名
で
人

気
の
高
い
画
家
で
す
。 

 

 

島
根
の
百
傑
か
ら 

 
 

雲
南
が
生
ん
だ 

天
稟

て
ん
ぴ
ん

の
画
才 

堀
江
友
聲
（
ゆ
う
せ
い
） 

 
友聲の大作 「木次町尺の内」のふる
さと民芸交流館にある屏風絵２双のう
ちの部分（巨勢進氏蔵） 

 

高
速
道 

尾
道
・
松
江
間 

 
 

い
よ
い
よ
本
工
事
に
着
手 

企
業
の
立
地
認
定 

 

３
社
を
認
定 

 
木次町西日登地内 アシッ
クス跡で操業されることに
なった（株）日進産業。 

 

待
望
久
し
か
っ
た
高
速
道
路
本
線

が
い
よ
い
よ
着
工
さ
れ
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
来
る
５
月
２
８
日
木
次

町
下
熊
谷
地
内
で
起
工
式
が
挙
行
さ

れ
ま
す
。
三
刀
屋
町
地
内
高
瀬
山
工

事
区
で
延
長
１
・
１
２
０
㎞
、
同
じ

く
三
刀
屋
町
地
内
中
野
中
工
事
区
で

１
・
０
７
㎞
。
吉
田
町
地
内
の
県
道

イ
ン
タ
ー
線
も
発
注
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
吉
田
町
地
内
で
高
速
道
路
関

連
工
事
用
道
路
９
カ
所
が
一
括
発
注

さ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
の
開
通
が
待

た
れ
ま
す
。
一
層
の
御
協
力
を
！
。 

あ
と
が
き 

 

長
い
冬
が
や
っ
と
終
わ
っ

た
と
思
っ
た
ら
、
春
の
連
休
ま
で
ア
ッ
と

い
う
間
に
す
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
季
節

の
変
わ
り
目 

御
身
大
切
に
ご
活
躍
を
。 


